
スマートフォンやカメラ、日常のあらゆる場面で使用するレンズの製造、通信用の光フィルター製造に欠かすことができない真空
装置を専門に扱う技術商社、アールエムテック株式会社。国内だけでなく、中国をはじめとした海外企業とも取り引きのある同
社では、Web会議システムに「RemoteMeeting」を導入しています。コロナ禍をきっかけに導入にいたった背景にはどのような
課題があり、現在どのように「RemoteMeeting」を活用されているのでしょうか。ご担当者様にお話を伺いました。

国境を越えての365日24時間のフルサポート。コスト面とコロナ禍で課題が浮上
─ 中国のお客様へはどのように販売、サポートされてきたのでしょうか。

大石さま：他国の競合他社と比較し、低価格と短納期、そして一番は
納入後の手厚いサポートが弊社の強みでして、365日24時間のフルサ
ポートを行なっています。一次対応は現地のパートナー企業が担当し、
それで解決しなければ日本のスタッフが、たとえ夜中であっても遠隔で
対応してきました。直接の対応が必要と判断された場合、2日以内に中

国出張を手配するケースも。コロナ禍以前は年間で延べ30人程度を派
遣し、1回の出張で10日前後は滞在していました。ホテル代と交通費、
交際費なども含めますと年間で1千万円規模のコストです。

─ 「RemoteMeeting」導入以前、どのような課題があったのでしょう
か。

大石さま：コロナ禍をきっかけに、直接日本の工場へお客様に足を運ん
でいただき、出荷前検査に立ち会うことができなくなったことが大きな
悩みでした。
コロナ禍直前の2020年2月、1億円以上の製品の受注を受けまして、
これまで通りに出荷前検査を行うことになりました。しかし、緊急事態
宣言と渡航制限の影響で、お客様側のエンジニア数名が来日できなくな
りまして……。急遽、オンラインで出荷前検査を実施することとなり、4
日間ずっと検査モニターの状況を先方に画面越しで確認してもらうことに
なりました。

コロナ禍で出張費数百万円を削減！RemoteMeetingの活用で、
非対面の出荷前検査や海外との新規の取引もスタート
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誰でも扱えるシンプルなUIと、Chrome以外のブラウザ*1でも問題ないことが決め手
─ Web会議システムの導入では、どのようなツールと比較検討されたの
でしょうか。

大石さま：Google Workspace（旧G Suite）のGoogle Meet*2やMicrosoftの
Teams*2の導入は検討していました。しかし何百人も使用しないため、コンパ
クトな使いまわしであり、新たにソフトウェアをインストールしなくても、中
国で利用規制がされているGoogle以外のブラウザでも利用できるツールを
探していました。

お客様によっては初めてWeb会議をされる方もおり、また、ITツールに苦手
意識を持っている社員もいたため、できるだけシンプルであることも重要でし
た。そこで弊社の社用携帯の契約をお願いしているコネクシオ株式会社さん
からご紹介いただき、「RemoteMeeting」の導入を決定しました。

*2 本記事に記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。

*1 RemoteMeeting の推奨動作環境は以下の通りです。
　Webブラウザ：最新のChromiumベースのブラウザ （Chrome、新Microsoft Edge）

導入から1ヶ月で運用は軌道に！ ITツールに苦手意識のあった社員も使いこなせるように

─ 「RemoteMeeting」の導入から運用が軌道に乗るまで、どのくらい
の期間がかかりましたか。

徐さま：およそ1か月で軌道に乗りまして、これは想像していたより早かっ
たです。中国企業のお客様にまず「RemoteMeeting」の招待状をお送
りして使い方を電話で説明し、初期設定をしていただきました。

─ 特に活用されている機能はありますか。

徐さま：画面共有機能をよく多用しています。精密機器のマニュアルや
資料は、ページ数が多くデータサイズが膨大ですので、直接送付して確

認してもらおうとすると時間がかかります。打ち合わせで画面共有機能
を使い、こちらの画面でマニュアルを共有すれば、早く正確に情報をお
伝えすることができると感じました。

また、会議室には高速のWi-Fiを整備し、会議室全体で1つの画面から
Web会議に参加できるよう、PC一体型の大型モニターを導入しました。
もちろん、PCに繋げずとも「RemoteMeeting」を起動することができます。

会議室全体が映ることで、全員の合意であることを正確に伝えられます
し、何より会議としての臨場感もあります。

開発元：RSUPPORT株式会社

https://www.rsupport.com
住　所：〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-2-20 第3虎の門電気ビル7階

検  索リモートミーティング

無料トライアルの申請はホームページより受付中

出張費数百万円を削減！オンライン会議から新規の取引きもスタート

─ 「RemoteMeeting」の導入でどのような成果がありましたか。

大石さま：コロナ禍において、我々からお客様に対してWeb会議を招
待できることは、企業として当然のことですし、イメージアップにも繋がっ
ているのではないでしょうか。例えば、電話やメールでやり取りするな
かで「リモート会議の招待状を送りますから」と我々から申し出ると「それ
はありがたい」と返答いただけます。

その他には、オンライン経由でお会いしたことがなかった企業とのお取
引きを始めることができました。Web会議で顔を合わせて会話すること
でも伝わる情報量が違いますし、その結果、無事に契約に至ったケース
もありましたね。

そして、年間数百万円もかかっていた出張費はそのまま削減することが
できています。

徐さま：仕事のサポートツールとして「RemoteMeeting」は定着しまし
た。国内や中国、その他の国とも即時に連絡を取ることができますし、
これからもさまざまなシーンで活用していければと思います。
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